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「音楽発表会」
音楽発表会が来週に開催されます。その練習風景を伝えます。
先生方は自分のピアノ演奏をスマホに録音し、それを練習中に流しな

がら黒板に貼った担任独自の記号や、色や、担任の歌で子どもたちに演
奏のタイミングを教えています。とてもピアノをひきながらではできま
せん。子どもの表情をみながら、褒めと励ましの連続です。何が何だか
わからないどさくさの中で、子どもたちは互いに音を聞き合うことを学
んでいます。いつものことながら、音楽発表会前は保育室内に悲喜こも
ごもの雰囲気が広がります。苦手なことを克服しようとする気持ちや音
楽は素敵なんだという気持ちを育てたいと願う一人ひとりの担任です。
と同時に演奏にならなかったらどうしようという不安とも向き合ってい
ます。もうドキドキの毎日です。

視点を変えて、演奏日の当日を思い描いてみましょう。保護者の皆様
の前でピアノの演奏をする。しかも園児の緊張した姿を見守りながら。
ピアノを小さい頃から馴染んでいる先生方にとって、園児の演奏のつま
ずきにピアノを自然と合わせることもできそうなのですが、やはり緊張
で思うようにいかないことがあります。ましてや、幼稚園の先生になり
たくて大学や専門学校からピアノにふれた先生方にとっては、「子どもた
ちのためにミスはできない」と肩に力がはいってしまうようです。そこ
で思うこと・・・人前でピアノをひくことは大変なんです。大変でも頑
張ろうとする謙虚さが大切なのです。一生懸命働くとなぜか人は美しい
とはよく言われてきた言葉です。。その一生懸命な姿から、幼子は純粋に
先生への畏敬を感じるのだと思います。子どもたちが先生方の一生懸命
な姿に引き寄せられています。素敵な子どもたち、素敵な先生方です。

自分のことで思い起こすことがあります。私は中学校の英語教師でし
たが、３６歳の時に、およそ２ヶ月間、「朝起きてから寝るまで」の泊ま
り込みの英語漬け研修が筑波でありました。辛かったです。なぜなら、
自身の英語力そのものがまわりの先生方に劣っていたからです。この時
ほど、英語の苦手な生徒の気持ちに気付いたことはありませんでした。
６８才になった今、はっきりと言えます。苦手はあっていいのです。き
ちんと向き合ってさえいればいいのです。発表会に向けて、担任を筆頭
に職員室の先生方も協力しながら、楽しい会づくりに努力しているとこ
ろです。ぜひお楽しみに。
最後に保護者からの声を一つ紹介します。

不安な気持ちになったときに、呪文のように唱えたくなる言葉があ
ります。それは 「なるようになる」と開き直ることです。あきらめ
るのではなく覚悟することなんです。
説得力のある言葉ですね。 園長より



＊今月の２月２８日（金）に「シャボン玉イベント」を計画しました。
プロのシャボン玉職人を幼稚園に招聘させていただきました。費用はリ
サイクル活動費などから捻出していただきました。ありがとうございま
した。
＊今月のリサイクル活動は１８日（火）と１９日（水）です。
＊個別面談中は午前保育となります。

２月の主な行事予定

4・火 音楽発表会（年少組） 14・金 園外保育（子どもの森）
れんげ・こばと・にじ組

5・水 園庭開放日 ひばり・ゆき組

6・木 音楽発表会（年長組） 18・火 個別面談

7・金 音楽発表会（年中組） 19・水 個別面談・園庭開放日

10・月 日本の誕生会 20・木 個別面談・避難訓練

12・水 園庭開放日 21・金 個別面談・防犯教室（年長組）

13・木 園外保育（子どもの森） 25・火 ２月生まれ誕生会
つくし・かなりや・ほし組

すずらん・つばめ・つき組 26・水 園庭開放日

27・木 お別れ会（縦割り学級を中心に）

28・金 シャボン玉イベント

３月、４月始めの主な行事予定

3・月 ひなまつり会 17・月 修了式(年少・年中組は休園）

4・火 表彰式 21・金 第３学期終業式・進級説明会

6・木 ３月生まれ誕生会 4/10・木 令和７年度１学期始業式

7・金 修了式予行 4/11・金 令和７年度入園式（在園児休園）


